
 

 

 

 

 

 

 

 

10月 31日(木)～11月 1日(金)、６年生が東京に修学旅行に行ってきました。修学旅

行は特別な行事、６年間共に過ごした仲間との最高の思い出づくりになりました。 

国会議事堂や議員会館は、修学旅行ならではの訪問先です。一週間前に行われた衆議

院議員選挙で再当選されたばかりの地元選出の議員さんが、わざわざ子供たちの所に来

てくださり、お話してくださる場面もありました。 

今年は、水上バス「ホタルナ」に乗船し、海上から首都東京のビル群、モノレールやレ

インボーブリッジなどの建造物を眺めることができました。二日間の旅行で、浅草や東

京タワー、上野公園といった定番の東京の観光地を訪れ、東京ドームの遊園地で思いっ

きり遊び、かけがえのない仲間と楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 

子供たちが掲げた修学旅行スローガンには、6年生が大切にしている「プライド」と「リ

スペクト」という言葉が入っていました。今回宿泊したホテルの支配人さんは、事前に

本校のホームページを御覧になっていて、子供たちが「プライド」と「リスペクト」を

大切にしているということを御存知でした。入館式で、支配人さんは、「皆さんが大事に

している『プライド』と『リスペクト』を当ホテルでも、全従業員が大事にしています。

皆さんとの不思議な縁を感じます。」とお話しされました。ホテルで働く者として「この

ホテルに泊まってよかった」とお客様に思ってもらえるような仕事をするという「プラ

イド」、そして、一緒に働く仲間を大切にする仲間への「リスペクト」を皆が大切にして

働いているとのことでした。実際、ホテルの方々は、プライドとリスペクトをもって働

いている姿を子供たちに見せてくださいました。何より、私たちが宿泊する前に本校の

ホームページを読んで「今度来られるお客様はどんな学校の子供たちなのだろう」と確

認されているというところに、支配人さんのホテルマンとしてのプライドを見たような

気がして感動しました。 

修学旅行前日の出発式で、校長先生から「浅羽東小の６年生としての『プライド』、こ

の 6 年間を一緒に過ごしてきた仲間への『リスペクト』を大切にしてほしい」と話があ

りました。公共交通機関を使っての旅行でしたが、移動中も、見学地においても、子供

たちは時と場をわきまえた態度で行動することができました。お話を聞く場面もたくさ

んありましたが、普段の学校生活同様、相手を大切にした聞き方ができていたことをう
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れしく思いました。随所に子供たちのプライ

ドを感じました。旅行中、子供たち同士のト

ラブルはほとんどなく、子供たちが互いをリ

スペクトしながら優しく接している姿、仲よ

く楽しく過ごしている姿がたくさん見られま

した。体調を崩し旅行に参加できなかった友

達のことを思ってお土産を用意している子供

たちもいました。 

この 6年生なら、卒業までの残り 5か月間、最上級生としてのプライドをもって浅羽

東小をリードし、互いへのリスペクトをもって皆で修学旅行以上の楽しい思い出をつく

っていってくれるはずと期待しています。 

 

 

 

139人の保護者の皆様に御回答いただきま

した。アンケート結果を報告させていただき

ます。 

 今年は、すべての子供が３つの種目に参加

しました。「お子さんが最も輝いていた種目」

で多かったのは、「ダンス・表現」でした。記

述欄から、家でも練習していた子、心から楽

しんで取り組めた子がたくさんいたことがう

かがえました。多くの子供たちがやりがいを

もって練習に取り組み、達成感を味わうこと

ができたと考えられます。 

 実施種目について、「グランプリ・リレーを

復活してほしい」「リレーが見たい」など、リ

レーの実施に関する要望が 39 人の保護者か

ら寄せられました。要望に応えるにしても、

選抜リレーを追加するのか、徒競走を全員リ

レーのようなリレー形式にしていくのか、判

断が難しいところです。 

 当日の日程については、「今年度並み（土曜

日の午前のみ・弁当なし）の開催でよい」と

いう意見が８割を超えています。少数ではあ

りますが、親子種目や祖父母参加種目の追加、コロナ前のように家族で体育館でお弁当

を食べたいという意見も頂戴しました。リレーに限らず、種目を増やすとなれば、昼食

をはさんで午後まで競技を行うことも検討する必要があります。 

 「午前のみ・弁当なし」の意見が多い理由は、子供たちの体力的な負担と暑さ対策、

お弁当を準備する負担、子供たちと職員の練習や準備に対する負担などでした。 

御家庭によって考え方は様々ですので、当然意見も分かれます。いただいた御意見を

参考にしながら、学校として子供たちにとってよりよい運動会となるよう来年度の運動

会の実施方法について検討してまいります。今後、子供たちにも意見を聞いたり、PTA

役員の皆様に相談したりしながら決定していきたいと考えています。 

引き続き、本校教育活動への御理解と御協力をお願い申し上げます。 

お子さんが最も輝いていた種目は？ 

来年度の運動会の日程について 


